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編集方針 「統合レポート 2022」の位置付け

財務情報 非財務情報
「統合レポート2022」は、AOKIグループの業績、財務情
報を報告するとともに、事業を通じた社会的課題の解決
やESG（環境、社会、ガバナンス）の活動を通じた持続可
能な成長への考え方を包括的に掲載しています。ステー
クホルダーの皆様に当社グループをご理解いただくため
にご活用いただければ幸いです。
対象組織：AOKIホールディングスおよび連結子会社3社
対象期間：2022年3月期（2021年4月1日～22年3月31日）

ただし、一部2022年4月以降の内容も含みます。
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サステナビリティ経営基盤

人々の喜びを創造する
生命美の創造

「ビジネスマンが
日替わりでスーツを着られる世の中にしたい」 
という創業精神を原点に。

人生のさまざまなシーンで、
人々の生命を美しく輝かせるために
多彩な事業を通じ、
すべてのステークホルダーの
喜びの創造に貢献していきます。

人々の喜びを
創造する

地域社会

お客様

グループ
従業員

お取引先様

株主・投資家
の皆様

ビジネスそのもので、世の中のため
になろうということです。
つまり、たゆまぬ努力の継続によ
り、顧客満足を創造し実践してゆ
くことです。

社会性の追求をした上でさらに、
適正利潤を確保し適正配分するこ
とです。
つまり、税金等を支払うことにより
社会還元してゆくことです。

ビジネス以外でも、世の中のために
なる生き方を追求することです。
つまり、チャリティーの開催、地域社
会発展に寄与する文化活動の推進、
あるいは個人として、ボランティアな
精神活動に心掛けてゆくことです。

社会性の追求 公益性の追求 公共性の追求

グループロゴマークでは、AOKIグループの経営理念である「社会性の追求」
「公益性の追求」「公共性の追求」を「無限大」のマークでシンボル化し、グ
ループの無限大の力と可能性を表現しております。

プロフィール

経営理念

事業コンセプト

グループロゴ

INDEX
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製造小売りモデルを実現し
“高品質・適正価格”なオリジナルブランドを展開

1958~
チェーンストアを本格的に展開し、規模を拡大。生産量の確保により、製造から小売
りまで一貫して行う独自のVMD（バーティカル・マーチャンダイジング）システムを確立
し、高品質なスーツを適正価格で提供することを実現。さらにプライベートブランドの
開発に注力するとともに、スーツの新機能開発・スタイル提案を積極的に行いました。

デジタル化社会への対応や
女性活躍の推進など新たな社会課題
解決に向けたイノベーションを創造

2008~

純粋持株会社体制へ移行。人々の暮らしや環境が変化する
なか、価値ある商品・サービスを提供するために、さらなる機
動力の向上と効率化を追求しました。

新しい生活様式に合わせて
“新たな価値”を創造

2020~
ビジネススタイルの変化に対応した商品の企画・改良とデジ
タル接客の強化をはじめ、新しいウエディングスタイルの提
案、さまざまなコンテンツや新サービスの導入など、新しい生
活様式に合わせた“新しい価値”を創造していきます。

1965
篠ノ井駅前店開店

1971
長野駅前店開店

1981
イタリアミラノの
オートクチュールデザイナーと提携
オリジナルブランドを展開

1979
本格的なチェーンストア
展開スタート
長野南高田店開店

2003
産学協同研究開発
スタート

2003
ファッション新業態
「ORIHICA」1号店開店

2003
複合カフェ
「快活CLUB」1号店開店

2013
グループ合計1,000店舗達成

2014
旗艦店「アニヴェルセル
みなとみらい横浜」開店

2008
純粋持株会社体制に移行

2009
洗濯機で洗える
「プレミアムウォッシュスーツ」
販売開始

2018
創業60周年

2020
「パジャマスーツ®」の企画開発

2020
シェアリングスペースの展開

2022
東京証券取引所
プライム市場へ移行

2019
24時間フィットネスジム
「FiT24」1号店開店

2018
新本社竣工

モノの豊かさ 心の豊かさ

高度経済成長 バブル経済 少子高齢化の進展

1991
東京証券取引所
市場第一部に上場

1986
首都圏最大級店舗
横浜港北総本店開店
本社を横浜市に移転

1996
ウール衣料
リサイクルシステムを
開発

1958
創業

2002
レディーススーツを
一部限定店舗にて展開開始
（パーソナルオーダー）

1998
アニヴェルセル・ブライダル事業スタート

「アニヴェルセル 表参道」開店

1998
エンターテイメント事業スタート
カラオケ「コート・ダジュール」1号店開店

2020
新しいウエディング
スタイルの提案

ファッション事業

アニヴェルセル・ブライダル事業

不動産賃貸事業

エンターテイメント事業

2019
不動産賃貸事業
スタート

時代の変化に応じて、
常に新たな価値を創造。
1958年に紳士服の外商として創業したAOKIグループは、
お客様に喜びと感動を提供するために企業活動を推進してきました。 
あれから約65年、時代が変化し、価値観や生活様式が多様化するなか、
私たちは新たな事業を創出することで、
人々の喜びを創造するために挑戦しています。

価値創造の歩み

ライフスタイルの多様化を背景に
さまざまな暮らしのシーンを彩る
新事業を創出

1998~

“モノからコトへ”と人々の関心がシフトした90
年代後半。ブライダル、エンターテイメントなど、
事業の多角化を推進しました。

1,320
億円

66.1％
ファッション事業

アニヴェルセル・
ブライダル事業
17.3％

エンター
テイメント事業
16.6％

連結売上高

2009年3月期2001

725
億円

85.9％
ファッション事業

アニヴェルセル・
ブライダル事業
4.5％

エンター
テイメント事業
2.5％

その他
7.1％

連結売上高

年3月期

1,549
億円

56.1％
ファッション事業

アニヴェルセル・
ブライダル事業
5.0％

エンター
テイメント事業
36.1％

不動産賃貸事業
2.8％

連結売上高

2022年3月期

※連結会計開始 ※純粋持株会社化
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人々の　喜びを
創造　する

10’s

20’s

30’s
40’s

50’s

60’s
気心知れた仲間と
盛り上がる

自分らしい
個性ある結婚式に

オンとオフを
上手に着回す

さらに輝く人生に
華を添える

普段のおでかけや
行楽に

フィールドは、
人々の多彩なライフシーンへ。

“装う楽しみ”を演出する

日々の仕事をがんばる、重要なプレゼンに臨む、シェアリングスペースで学び遊ぶ、家族や友人とカラオケを楽しむ、
適度な運動で健康を維持する、大切な人とデートする、最幸の結婚式を挙げる―
人生のさまざまなシーンを美しく輝かせ、喜びに満ちあふれたものにするために、
AOKIグループは、ファッション、ブライダル、エンターテイメントなど、多彩な事業を展開しています。

ファッション事業

グループ概要

ファッションを通じて、人々の人生を美しく輝かせ、喜びに満ちあふ
れたものにする―その想いを胸に、高品質なモノづくり、多様な
お客様の嗜好にお応えする商品の創造・開発に取り組み、あらゆる
ライフシーンに“装う楽しみ”と“価値あるスタイル”を提案しています。

輝く“祝福の時”を彩る
アニヴェルセル・ブライダル事業

最愛の人との想い出の日、大切なご家族の記念日、かけがえのな
い友人の誕生日―おふたりの最幸の結婚式だけではなく、あ
らゆる人々の幸せな瞬間を“記念日”にするお手伝いをしています。

グループ従業員数
（  ）内は、契約社員および
パート・アルバイト社員の

年間平均雇用人数（1日8時間換算）

グループ総店舗数

アニヴェルセル・ブライダル事業

年間施行組数

組2,595
エンターテイメント事業

（2022年3月期）

万人
年間来店客数

（快活CLUB、コート・ダジュール）

4,011
ファッション事業

千着
スーツ販売着数

894

1,328店舗
グループ

女性管理職比率

2.0%
2,988

(5,564名 )
名
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“オンを楽しむ、オフを楽しむ”を
提供する

エンターテイメント事業

お客様お一人おひとりの暮らしを、より楽しく、より豊かなものに
していただくために―「快活CLUB」、「コート・ダジュール」、
「FiT24」を通じて、価値ある時間と空間を、お手頃な価格と心の
こもった接客で提供しています。



125,850139,209 127,641

62,769

0.3

45,069

財務 非財務

売上高

投下資本利益率（ROIC）

親会社株主に帰属する当期純利益又は当期純損失、当期純利益率

※2020年3月期より不動産賃貸にかかる損益を営業外損益から営業損益に計上し、2019年3月期については組み替え後の数値を記載しております。
※2021年3月期以前の数値は収益認識会計基準等を遡及適用しておりません。

営業利益又は営業損失、営業利益率

総資産

ROA／ROE

有利子負債、負債資本倍率（D/Eレシオ）

株価純資産倍率（PBR）

配当、配当性向

純資産、自己資本比率

正社員数

総店舗数

障がい者雇用率

女性比率

14,864

（百万円） （%）

営業利益 営業利益率

7.5

13,491

6.9

5.1

（%）

5.9

1.2

0.8

0.4

0

（倍）

0.96

ROA ROE

（%）
37.5 36.4

3

2

1

0

（%）

2.2

7,377

（百万円） （%）

当期純利益 当期純利益率

3.7

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

6,649
3.7

2021年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

2.5

2021年
3 月期

2022年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

3.2

5.0

0.3

2.4

2020年
3 月期

2021年
3 月期

2022年
3 月期

2020年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2018年
3 月期

2019年
3 月期

4,602
2.4

2020年
3 月期

447
0.2

2021年
3 月期

195,054

2020年
3 月期

180,220

2021年
3 月期

143,169

2022年
3 月期

200,000

150,000

100,000

50,000

0

（百万円）
4,175

2021年
3 月期

4,010

2022年
3 月期

3,487
4,500

3,000

1,500

0

（名）

1,209

2021年
3 月期

1,253

2022年
3 月期

1,299
1,500

1,000

500

0

（店）

239,068 232,056250,000

125,000

0

（百万円）

42,600

75,000

50,000

25,000

0

（百万円）

0.3

2021年
3 月期

51,285

0.4

2022年
3 月期

70,477

0.6

（倍）
0.9

0.6

0.3

0

有利子負債 D/Eレシオ

純資産 自己資本比率

配当性向

2018年
3 月期

2019年
3 月期

5.4

2020年
3 月期

4.9

2021年
3 月期

2.4

2022年
3 月期

△2.1
2021年
3 月期

229,843

2022年
3 月期

237,260 233,008

4,229

0.68

2021年
3 月期

0.44

2022年
3 月期

0.42

1,256

145,671150,000

100,000

50,000

0

（百万円） （%）
80

40

0

146,528

62.7

2021年
3 月期

60.561.3

2.3

40

30

20

10

0

20,000

10,000

0

△10,000

15

7.5

0

△5

36.2

2021年
3 月期

2022年
3 月期

△5,793

△4.0

3.5

2022年
3 月期

2022年
3 月期

52.9

配当

△11,931

△8.3

1.7

2022年
3 月期

△9.0
△2.8

10

5

0

△5

△10

54.5

財務・非財務ハイライト

154,916
198,417

5,443

2,563
1.9
2.0

2.0

0.5
2,988

0.39

150

100

50

0

900
60.00

60

40

20

0

（円） （%）

2018年
3 月期

2019年
3 月期

2020年
3 月期

44.00

112.5

51.8 

46.00

2021年
3 月期

880.0

2022年
3 月期

10.00

（内 記念配当 15.00）

37.5 36.2

2.8 2.8

1,328

12,000

7,500

0

△7,500

△12,000

10

5

0

△5

△10

（%）
8

4

0

△4

10.00
33.1

株価推移

2018年
4 月

2019年
4 月

2020年
4 月

2022年
4 月

2021年
4 月

（円）

株価

800

1,600

1,200

400

0

5,000

10,000
（千株）

出来高
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AOKIホールディングス 代表取締役社長

東 英和

社長メッセージ

業績回復の手応えを
持続的な成長につなげていくために
事業構造や店舗オペレーションの
改革に注力してまいります。

成長戦略

出す可能性も高まる時代となっています。

こうした考えから、当社は2021年12月、「サステナビリ

ティ委員会」を設置し、自社の事業特性に対応したマテリ

アリティ（重要課題）とKPIを特定しました。今後はこのマテ

リアリティをもとに、課題解決のプロセスを事業機会とし

て、すなわち成長戦略と位置づけていくとともに、TCFDへ

の対応などリスク管理施策についても計画的に進めてい

きます。

これら各種施策は、変えるべきことを変えていく事柄の

一端ではありますが、今後も引き続き市場縮小、労働人口

減少といった事業環境に果敢に立ち向かい、AOKIグルー

プらしいユニークで大胆な挑戦を通じてコングロマリット・

プレミアムを発揮し、企業価値を高めてまいります。

ステークホルダーの皆様には今後とも一層のご支援、ご

愛顧を賜りますようお願い申しあげます。

2022年6月に代表取締役社長に就任いたしました東英

和です。私はAOKIグループに参画する前の（株）トリイ※に

入社し、（株）AOKIのマーケティング・販売促進や経営戦略

企画を担当後、2019年から（株）快活フロンティアの取締

役、2021年からは同社代表取締役社長を務めてまいりまし

た。グループ外企業出身の私が事業会社のみならずAOKI

ホールディングスの代表に就任した重責に改めて身が引き

締まる思いです。同時に、世界の先行きが不透明さを増し、

社会や生活者のニーズがめまぐるしく変化するなか、社長

としてAOKIグループを持続可能な事業構造へと改革して

いくことに大いなる挑戦心を掻き立てられています。

私がこれから成すべきことは、変えないこと、変えること

を明確に分け、変えるべきことを着実に実践していくことだ

と考えています。

AOKIグループには、創業以来、多くの先達が学び、胸に

刻み続けてきた確固たる経営理念があります。また、事業

環境の変化に対応するために早くから事業の多角化を進

めてきました。こうした当社グループの特長や強みを維持・

強化していくためには、目の前の業績に一喜一憂せず、10

年20年という長期的な視点で企業価値を高めていくこと

が不可欠であり、会長である青木彰宏のリーダーシップの

もと「人々の喜びを創造する」AOKIグループらしい新たな

事業構想の実現に向けて邁進してまいります。

一方で、上場して30年以上、ブライダルやエンターテイ

メントなど新事業に進出してから20年以上を経て、事業会

社のビジネスモデルや仕事の進め方などにおいては時代

の変化に対応し切れていない事柄が少なからず存在して

います。こうした課題に正面から向かい合い、短中期の視

点で改革を実行し、1年ごとの結果に責任を果たしながら

あります。そのためには、従来の大量生産・販売・消費を前

提としたビジネスから、既存の商品・サービスをアフターコ

ロナのライフスタイルに対応したモノ、コト、サービスへと

再定義することや組み合わせるなどして、新たな消費体験

を提供していくことが必要です。実際、コロナ禍のこの1年

の業績回復を支えたのは、在宅や外出などシーンを問わ

ずに着用できるAOKIのパジャマスーツ®であり、エンター

テイメント色が強い複合カフェ施設からシェアリングス

ペースへと用途開拓を進めた快活CLUBであり、通常の結

婚式に替わるフォトウエディングなどです。また、在宅で運

動不足を感じるお客様を対象としたセルフ型フィットネス

ジムのFiT24も好評でした。私はこれらの回復力をより強固

なものとするために、商品販売からサービスまでのAOKIグ

ループの多様な事業機能を活かしながら、店舗という空

間に新たな息吹を注いでいきたいと考えています。

2つめは、DX活用による店舗オペレーション改革です。

その象徴が、2022年6月の（株）ランシステムとの資本業

務提携です。複合カフェ「スペースクリエイト自遊空間」を

全国展開する同社と提携したねらいは、店舗数の拡大だ

けではなく、フランチャイズシステム、会員登録手続きや入

退店、遠隔からのリモート接客をはじめとした店舗の無人

化・省人化システムを導入するオペレーション改革にあり

ます。実は提携に先立ち、すでに快活CLUBではこのシステ

ムを活用しており、結果として経営効率が改善され、営業

利益率が上昇しました。

無論のこと、すべての店舗オペレーションが無人化され

るわけではなく、ファッション商品販売やウエディングサー

活躍しており、今後も成長意欲と挑戦心をあわせ持つ人財

を結集して300人規模にまで拡大させたいと思います。

4つめの改革は、サステナビリティ経営の本格的な実践

です。

当社グループはこれまでもコーポレートガバナンスやコ

ンプライアンス体制の強化、省エネ、人財育成など社会の

要請や成長戦略に基づくさまざまな取り組みを実施して

きました。また近年は、気候変動問題やサプライチェーン

における人権問題など、非財務指標である「ESG（環境・

社会・ガバナンス）」への取り組みが財務指標と同様に企

業の大きな評価軸として定着しつつあります。成長戦略の

推進による業容拡大は、利益とともに新たなリスクを生み

ビスなどはお客様に寄り添った人による手厚いサービスが

価値向上のカギとなります。お客様が望む本質的な価値、

当社グループが提案する新たな消費体験という軸に沿っ

て効率的に経営資源を活用していきたいと考えています。

3つめは、前述したDXによる経営効率向上策の一環とし

ての“ハイブリッド人財”の活用です。

当社グループの事業はそれぞれ繁閑に大きな差があり

ます。当社は、この繁閑を従業員の増減で平準化していくこ

とも想定して事業の多角化を開始したのですが、各事業が

順調に成長してきた結果、それぞれの事業で専門性を高め

ることとなりました。もちろん、それ自体は高品質なサービス

を提供するために必要なことであり、多様な人財は当社グ

ループを支えるかけがえのない財産です。今後はますます

少子化が進み、労働力の確保が大きな経営課題になるな

か、さらに従業員と会社がともに成長し、業務内容に見合っ

た報酬と収益性の向上を両立させていくためには、繁閑に

応じて複数の業務を行き来するマルチスキルを持ったハイ

ブリッド人財が必要だと考えています。こう言いますと、なか

には「専門外のことをしたい人財が存在するのか」「業務負

荷が高まらないか」といった意見もあがってきます。しかしな

がら快活フロンティアにおいて、カラオケ、複合カフェ、

フィットネスと、24時間のなかで職場を行き来する人財を

育成し、試行したところ、経営効率が向上したのはもちろん

のこと、従業員にとっても「改めて自分が何をしたいのかを

考えるきっかけとなった」「新たな職場・業務を通じた気づ

きがあり、業務改善や新事業のアイデアにつながった」とい

う声が届きました。現状、約150名がハイブリッド人財として

AOKIグループをアップデートしていくことが私のミッショ

ンです。

将来のポテンシャルを“探索”する役割を会長が、既存事

業の課題を深掘りする“深化”を私が担う、いわゆる「両利

きの経営」をグループの従業員とともに推進していくこと

で、AOKIグループの持続的な成長を目指していきます。

中長期戦略の前に、足元の業績についてお話しします。

2022年3月期の業績は、各事業において市場環境やラ

イフスタイルの変化に対応した新商品やサービスを継続

的に提供したことで、4期ぶりの増収増益となりました。

2023年3月期については、新型コロナウイルス感染症の広

がりが一定程度継続し、消費者の働き方の変化に伴う生

活様式の変化も継続していくものと思われます。こうした

なか、当社グループはこれまで注力してきた変化対応をさ

らに推し進め、新商品や新サービスの継続的な提案、業態

の進化に向けた施策の継続を通じて企業改革を成し遂げ

たいと考えています。これらにより2023年3月期の業績は、

一層の回復を見込み、売上高は1,661億円、営業利益は77

億円を見込んでおります。

次に、中長期視点での改革の方向性についてお話しし

ます。現状、大きく4つあると考えています。

ひとつは、事業ポートフォリオのアップデートです。国内

での多角化で成長してきた当社グループは、少子化すな

わち市場縮小という不可避の事態に対処していく必要が

新しい生活様式に合わせ、新たな価値を創造

アフターコロナ時代の新たな消費体験を提供

変えるべき事柄を着実に変えていく

※中京地区を中心に紳士服小売事業を展開、2003年子会社化、2005年合併
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出す可能性も高まる時代となっています。

こうした考えから、当社は2021年12月、「サステナビリ

ティ委員会」を設置し、自社の事業特性に対応したマテリ
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減少といった事業環境に果敢に立ち向かい、AOKIグルー

プらしいユニークで大胆な挑戦を通じてコングロマリット・
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提としたビジネスから、既存の商品・サービスをアフターコ

ロナのライフスタイルに対応したモノ、コト、サービスへと

再定義することや組み合わせるなどして、新たな消費体験

を提供していくことが必要です。実際、コロナ禍のこの1年

の業績回復を支えたのは、在宅や外出などシーンを問わ

ずに着用できるAOKIのパジャマスーツ®であり、エンター

テイメント色が強い複合カフェ施設からシェアリングス

ペースへと用途開拓を進めた快活CLUBであり、通常の結

婚式に替わるフォトウエディングなどです。また、在宅で運

動不足を感じるお客様を対象としたセルフ型フィットネス

ジムのFiT24も好評でした。私はこれらの回復力をより強固

なものとするために、商品販売からサービスまでのAOKIグ

ループの多様な事業機能を活かしながら、店舗という空

間に新たな息吹を注いでいきたいと考えています。
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退店、遠隔からのリモート接客をはじめとした店舗の無人

化・省人化システムを導入するオペレーション改革にあり

ます。実は提携に先立ち、すでに快活CLUBではこのシステ

ムを活用しており、結果として経営効率が改善され、営業

利益率が上昇しました。

無論のこと、すべての店舗オペレーションが無人化され

るわけではなく、ファッション商品販売やウエディングサー

活躍しており、今後も成長意欲と挑戦心をあわせ持つ人財

を結集して300人規模にまで拡大させたいと思います。

4つめの改革は、サステナビリティ経営の本格的な実践

です。

当社グループはこれまでもコーポレートガバナンスやコ

ンプライアンス体制の強化、省エネ、人財育成など社会の

要請や成長戦略に基づくさまざまな取り組みを実施して

きました。また近年は、気候変動問題やサプライチェーン

における人権問題など、非財務指標である「ESG（環境・

社会・ガバナンス）」への取り組みが財務指標と同様に企

業の大きな評価軸として定着しつつあります。成長戦略の

推進による業容拡大は、利益とともに新たなリスクを生み

ビスなどはお客様に寄り添った人による手厚いサービスが

価値向上のカギとなります。お客様が望む本質的な価値、

当社グループが提案する新たな消費体験という軸に沿っ

て効率的に経営資源を活用していきたいと考えています。

3つめは、前述したDXによる経営効率向上策の一環とし

ての“ハイブリッド人財”の活用です。

当社グループの事業はそれぞれ繁閑に大きな差があり

ます。当社は、この繁閑を従業員の増減で平準化していくこ

とも想定して事業の多角化を開始したのですが、各事業が

順調に成長してきた結果、それぞれの事業で専門性を高め

ることとなりました。もちろん、それ自体は高品質なサービス

を提供するために必要なことであり、多様な人財は当社グ

ループを支えるかけがえのない財産です。今後はますます

少子化が進み、労働力の確保が大きな経営課題になるな

か、さらに従業員と会社がともに成長し、業務内容に見合っ

た報酬と収益性の向上を両立させていくためには、繁閑に

応じて複数の業務を行き来するマルチスキルを持ったハイ

ブリッド人財が必要だと考えています。こう言いますと、なか

には「専門外のことをしたい人財が存在するのか」「業務負

荷が高まらないか」といった意見もあがってきます。しかしな

がら快活フロンティアにおいて、カラオケ、複合カフェ、

フィットネスと、24時間のなかで職場を行き来する人財を

育成し、試行したところ、経営効率が向上したのはもちろん

のこと、従業員にとっても「改めて自分が何をしたいのかを

考えるきっかけとなった」「新たな職場・業務を通じた気づ

きがあり、業務改善や新事業のアイデアにつながった」とい

う声が届きました。現状、約150名がハイブリッド人財として

AOKIグループをアップデートしていくことが私のミッショ

ンです。

将来のポテンシャルを“探索”する役割を会長が、既存事

業の課題を深掘りする“深化”を私が担う、いわゆる「両利

きの経営」をグループの従業員とともに推進していくこと

で、AOKIグループの持続的な成長を目指していきます。

中長期戦略の前に、足元の業績についてお話しします。

2022年3月期の業績は、各事業において市場環境やラ

イフスタイルの変化に対応した新商品やサービスを継続

的に提供したことで、4期ぶりの増収増益となりました。

2023年3月期については、新型コロナウイルス感染症の広

がりが一定程度継続し、消費者の働き方の変化に伴う生

活様式の変化も継続していくものと思われます。こうした

なか、当社グループはこれまで注力してきた変化対応をさ

らに推し進め、新商品や新サービスの継続的な提案、業態

の進化に向けた施策の継続を通じて企業改革を成し遂げ

たいと考えています。これらにより2023年3月期の業績は、

一層の回復を見込み、売上高は1,661億円、営業利益は77

億円を見込んでおります。

次に、中長期視点での改革の方向性についてお話しし

ます。現状、大きく4つあると考えています。

ひとつは、事業ポートフォリオのアップデートです。国内

での多角化で成長してきた当社グループは、少子化すな

わち市場縮小という不可避の事態に対処していく必要が

サステナビリティ経営を基軸に

DXを活用したオペレーション改革で
経営効率を高める

ハイブリッド人財の育成を通じて
従業員のやりがいと生産性を向上
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店舗開発・
運営力

グループ約1,300店舗の
開発・運営データ活用による

効率経営の実現

顧客基盤
醸成してきたブランド･ロイヤリティ、

3事業展開による、
幅広い顧客層の獲得

商品・
サービス企画力

各事業で培われてきた
リサーチ・企画力と、
それを活かした新商品・
サービス創出の仕組み

接客力・人財
経営理念である顧客満足、
社会貢献を実現する
プロ人財の育成

人々の
喜びを創造する

店舗開発・
運営力

グループ約1,300店舗の
開発・運営データ活用による

効率経営の実現

顧客基盤
醸成してきたブランド･ロイヤリティ、

3事業展開による、
幅広い顧客層の獲得

商品・
サービス企画力

各事業で培われてきた
リサーチ・企画力と、
それを活かした新商品・
サービス創出の仕組み

接客力・人財
経営理念である顧客満足、
社会貢献を実現する
プロ人財の育成

人々の
喜びを創造する

事業
  ポートフォリオの
  アップデート

未来のビジネス探索

既存事業の深化

時代に合わせた
“喜び”の創造とイノベーションで、
より良い未来社会の実現に貢献します。

社会全体での
DX推進

健康志向の拡大

エコ意識の高まり

ワークスタイルの
多様化

急激な気候変動

新たな生活様式の
定着

少子高齢化
業態開発・
イノベーション
商品・サービスを通じた
新たな価値の提供を

人財
一人ひとりに
働きやすさ・やりがいを

環境
地球環境に優しさを

地域社会
地域に活気と発展を

人権
責任ある
サプライチェーンを

ガバナンス
より健全な経営体制を

ファッション
事業

顧客ニーズに合わせた
ライフ＆ワークスタイルの提供

事業環境 AOKIグループの強み 事業と提供価値 マテリアリティ

エンター
テイメント
事業

オンもオフも活用できる
空間サービスの提供

アニヴェルセル・
ブライダル事業

祝福に満ちた
「記念日」サービスの提供

AOKIグループは事業環境に合わせた新たな商品・サービスを展開してきました。
これからも、「接客力・人財」「店舗開発・運営力」「商品・サービス企画力」「顧客基盤」の4つの強みを活かし、
サステナビリティビジョン「“喜び”のイノベーションで、より良い未来を」創造できる事業を展開し、
社会課題の解決に貢献し続けます。

価値創造モデル
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SDGs勉強会実施 サステナビリティ
ストーリーづくり
10～20年後の“ありたい姿”
（ビジョン）を描き、
 実現に向けた重要課題・KPIを
 グループとして定めるために

サステナビリティ経営の強化に向けて

AOK Iグループの年間活動トピックス 気候変動への対応検討と「TCFD提言」に基づく情報開示の実施

AOKIホールディングス
専務執行役員
グループSDGs担当

荒木 渉

株式会社快活フロンティア
商品本部

糠谷 実穂

AOKIグループは、「ウール・エコサイクル・プロジェクト」やエコ商品の開発などをはじめとした
サステナビリティ活動に従来から力を注いでまいりました。
2021年度は、グループ各社が参加するSDGs勉強会を開催したのを機に、
サステナビリティ経営の本格化に向けてさまざまな取り組みがスタートしました。

7 月2021年6 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 2022年1月 2 月 3 月 4月 5 月 6 月

　各社の役員や若手社員が参加するワークショップを、2021年11月と12
月に開催。各事業の「リスクと機会」「優位性・強み」からAOKIグループが
社会に提供できる価値や、“ありたい姿”を実現するための課題とそれら
の優先度・KPIをサステナビリティストーリーとして協議・検討し、それら
を一言で表すサステナビリティビジョンとしてまとめました。さらに2022年
春からはプロジェクト事務局を中心に協議を継続し、外部専門家からの
アドバイスや役員の意見も集約しながら対外的な公開に向けた準備を
進めました。

各社の役員から若手社員までが参加し、「本業を通じてSDGsに取り組む意義」
を学ぶ勉強会を2021年6月に実施しました。大学教授によるSDGs経営をテーマに
した講演に続き、Z世代にあたる大学生のSDGsへの認識やAOKIグループのイメー
ジをまとめた映像を上映。「バリューチェーンマッピング」というSDGsのフレーム
ワークのひとつを用いたワークショップでは、「10年後のありたい姿」について活発
に議論しました。

サステナビリティ委員会設置 第1回サステナビリティ
委員会開催

「TCFD提言」に
基づく情報開示

ESG／SDGsプロジェクト スタート

Step 2

グループのありたい姿、
重要課題とKPIの検討

ワークショップ開催

Step 3

ワーク結果まとめと
サステナビリティストーリー作成

ビジョン・重要課題・
KPI策定

Step 1

各事業のリスク・機会と
ありたい姿の検討

ワークショップ開催

企業経営において、気候変動によるリスク・機会を認識し、事
業戦略に織り込む重要性は年々高まっています。こうした背景
を踏まえ、気候変動が企業などに与える影響に関する情報開示
を求める「TCFD提言」に賛同し、グループの事業活動や財務に
与える影響が大きい気候変動リスク・機会の特定や対策などに

ついて議論を続けてきました。これらの議論や2021年12月に設
置したサステナビリティ委員会を中心とした審議の結果を踏ま
え、2022年6月には「TCFD提言」に基づく情報をWebサイト上で
公開。今後も議論を継続することで同提言の枠組みに沿った情
報開示を推進し、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

SDGs勉強会には各社の役員から若手社員までが参加し、「なぜSDGsに取り組む必要があ
るのか」について、AOKIグループ全体で共通認識を持つことができました。特にSDGsに興味・
関心の高いZ世代の学生の皆さんのご意見から、自社内で考えているよりも世の中ではSDGs
に対する理解と責任が求められているという危機感を共有できた意義は大きいと思います。
また、グループワークを通じて当社の存在意義を再定義し、全社員で共有する取り組みを行

う必要性を感じました。この勉強会での議論は、当社グループの本格的なSDGsの取り組みに
向けた第一歩となり、2021年10月にスタートした「AOKIグループESG／SDGsプロジェクト」に
つながりました。

SDGs勉強会 参加者の声 サステナビリティストーリーづくり 参加者の声

プロジェクトメンバーとしてSDGsや将来のグループ全体のありたい姿を考えるワークショッ
プに参加したことで、新たな発見が多くありました。また、普段の業務ではコミュニケーション
を取ることが少ないグループ会社の皆さんとひとつの目標に向かって議論できたことは、とて
も刺激的でした。
AOKIグループには複数の業態があるため、「それらを結びつけているものは何か？」と考え

るのは難しい点もありました。しかし、ディスカッションを通じて自分の所属しているエンターテ
イメント事業の強みと課題が明確になったように感じます。これからもSDGsプロジェクトを通
じて、取り組みを進化させていきたいと考えています。



事業概況

1967年
8月期

1990年
3月期

2000年
3月期

2010年
3月期

2020年
3月期

セグメント別売上収益

ファッション

店610

アニヴェルセル・
ブライダル

店10

エンター
テイメント

店708

1,549億円営業損失

億円5

営業利益

億円47

ファッション店舗数
アニヴェルセル・ブライダル店舗数
エンターテイメント店舗数
売上高

売上高と店舗数推移

売上高

億円1,549

売上高

億円79

営業利益

売上高

億円886

56.1%

ファッション事業

売上高

億円44
営業利益

億円8

売上高

億円569
営業利益

億円5

36.1%

エンターテイメント
事業

売上高構成比

5.0%

アニヴェルセル・
ブライダル事業
売上高構成比

2.8%

不動産賃貸事業
売上高構成比

売上高構成比

億円54

エンターテイメント事業 業績概況

市場環境やライフスタイルの変化に対応した諸施策の実施
および新型コロナウイルス感染症の影響が
やや減少したことなどにより増収増益。

ファッション事業 業績概況
2022年3月期の取り組み
商品面では、発売以来、累計販売着数が15万着を超えた大ヒット商
品「パジャマスーツ®」のラインナップを拡大するとともに、関連商品と
して「スーツ屋の仕立てたTシャツ」を新たに展開しました。また、
「MeWORK（ミワク）」プロジェクトの商品やオン・オフ使える着回し商
品などのレディースアイテムを拡充しました。店舗面では、2店舗を新
規出店した一方、営業効率改善のため21店舗を閉鎖しました。これ
らの諸施策の実施や、フレッシャーズ商戦が好調に推移したことおよ
び新型コロナウイルス感染症の影響が年間を通してやや減少したこ
となどにより、売上高は886億42百万円(前年同期比3.8％増)、営業
利益は47億95百万円（前年同期比219.9％増）となりました。

2022年3月期の取り組み
1998年の開業からプロデュースさせていただいた結婚式が10万組を
迎え、アニヴェルセル10万組感謝祭『キセキ』を約10ケ月間開催しま
した。また、新生活様式に合わせた「チャペルウエディング」や「ファミ
リーウエディング」の提案を強化しました。施設面では、契約満了等
に伴い2店舗を閉鎖しました。これらの諸施策の実施や新型コロナ
ウイルス感染症の影響が年間を通してやや減少したこと、前年同期
は一部期間に全施設で挙式・披露宴を見合わせていたことなどによ
り、施行組数が大きく増加し、売上高は79億76百万円、 営業損失は
5億80百万円（前年同期は営業損失30億88百万円）となりました。
※収益認識会計基準等の適用による売上高への影響が大きいため前年同期比は記載して
おりません。

2022年3月期の取り組み
まん延防止等重点措置適用により一部店舗で時間短縮営業はあった
ものの、全業態で感染症対策を徹底し営業を継続しました。快活
CLUBは、テレワークなどの需要の高まりを受け「日本全国どこでもオ
フィス」プロジェクトを推進し、鍵付完全個室やビジネス・学習コンテン
ツを拡充しました。コート・ダジュールでは、新しいカラオケの楽しみ方
を提案しました。FiT24は、健康志向の高まりなどを背景に引き続き順
調に推移しました。店舗面では、74店舗を新規出店した一方、25店舗
を閉鎖しました。これらの諸施策の実施や新型コロナウイルス感染症
の影響が年間を通してやや減少したことなどにより、売上高は569億93
百万円（前年同期比17.5％増)、営業利益は5億90百万円（前年同期は
営業損失51億90百万円）となりました。

アニヴェルセル・ブライダル事業 業績概況

ハイライト

2022年3月期実績と2023年3月期見通し

100,000 6,000

50,000

0

3,000

0

売上高（百万円） 営業利益（百万円）

2021年
3 月期

2023年
3 月期
（予）

2022年
3 月期

2021年
3 月期

2023年
3 月期
（予）

2022年
3 月期

1,499

5,500
4,795

85,387 90,00088,642

2022年3月期実績と2023年3月期見通し

※2021年3月期の数値は収益認識会計基準等を遡及適用しておりません。

（2022年5月12日時点の見通し）

10,000 4,000

2,000

5,000

0

0

△4,000

△2,000

売上高（百万円） 営業利益又は営業損失（△）（百万円）

2021年
3 月期

2023年
3 月期
（予）

2022年
3 月期

2021年
3 月期

2023年
3 月期
（予）

2022年
3 月期

△3,088

300
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8,033
9,050

7,976

2022年3月期実績と2023年3月期見通し
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△3,000

売上高（百万円） 営業利益又は営業損失（△）（百万円）

2021年
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（予）
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3 月期 2021年

3 月期
2023年
3 月期
（予）
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3 月期

△5,190

2,000
590

48,499

65,650
56,993
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今後の取り組み

課題と事業方針

ファッション事業
新しい生活様式に対応し、「ライフ＆ワークスタイル」業態として進化し続けていきます。

AOKIの特長 ORIHICAの特長

接客 業界初の「スタイリスト制度」を導入
2004年から「スタイリスト制度」を導入し、お客様のお好みや
ライフスタイルに応じた着こなしを提案。ファッション、スタ
イリング、コミュニケーションの力を身に付けた販売員を
「AOKIカスタマーズスタイリスト」として認定しています。

店舗 郊外から都心まで全国各地に展開

商品 お客様のニーズに応じた多彩な商品展開
商品の企画から販売までを一貫管理した「VMD（バーティカ
ル・マーチャンダイジング）システム」によって、洗濯機で丸洗
いができるスーツから国内最高峰の技術を駆使したスーツ、
ビジカジスタイルまで、多彩な商品を生み出しています。

日本最大級の顧客満足度調査で
第1位を獲得
AOKIは、「2021年度JCSI調査」のビジネス・フォーマル部
門で、「顧客満足度」第1位の評価をいただきました。この調
査は、公益財団法人日本生産性本部 サービス産業生産性
協議会が、幅広い業種・業態の約400社を対象とした利用
者アンケートをもとに実施している日本最大級の顧客満足
度調査です。今回の調査でAOKIは、「全体的な品質評価」
「コストパフォーマンス」「クチコミ」の3指標でも第1位を獲
得しました。

「2021年日経優秀製品・サービス賞」で
「日経MJ賞」を受賞
特に優れた新製品・新サービスを表彰する日本経済新聞社
主催「2021年日経優秀製品・サービス賞」において、2020年
11月に発売した「パジャマスーツ®」が、「日経MJ賞」を受賞
しました。お客様からのお声をもとにパジャマの「リラックス
感」とスーツの「きちんと感」をあわせ持つアイテムとして開
発した商品で、在宅勤務が広がり、逆風下にあったスーツ
市場に新たな発想で需要を創出した点が評価されました。

Topics

課題と事業方針・今後の取り組み

ファッション市場のブランド力とチェーンストア展開のノウハウ
を活かした出店戦略を推進。現在、郊外型に加え、オープン
モールやインモール（SC型）、ビルインや商店街を含む都心・駅
前などの立地にも展開しています。また、大きいサイズの専門
店を、単独および一部のAOKI店舗内に展開しています。

接客 着こなしの楽しさを提案するStyle Navigator
スタイル提案を通じて、ファッションの新しい楽しさを提供
するため、店舗スタッフを「Style Navigator（スタイルナビ
ゲーター）」と呼んでいます。また、彼らの接客体験エピ
ソードを全社・各店舗スタッフで共有しています。

店舗 ロンドンをモチーフにした多彩なフォーマット
立地環境や客層に合わせた店舗タイプを展開。スーツ
発祥の地であるロンドンのアパートをイメージした店
舗、高級な邸宅をイメージした店舗、デザイナーズマン
ションをイメージした店舗などを展開しています。

商品 ビジカジスタイルをはじめ多彩な商品構成
世界のファッション情報が集まる街「表参道」をルーツとす
るブランドとして、ビジネス、カジュアル、レディースの各アイ
テムを展開。英国人のクリエイティブ・ディレクターを迎え、
ファッション感度が高いお客様の支持を集めています。

●テーラードスーツやパターンオーダースーツ、またフォーマル関連などビジネス領域のさらなる磨き上げ
●働く女性に向けたMeWORK（ミワク）プロジェクトの推進や、「パジャマスーツ®」のレディースラインナッ
プの拡充によるレディース領域の強化

●スーツを創る力と販売する力を活かした「パジャマスーツ®」や「THE 3rd SUITS®」のような、「見た目
きちんと着心地ソフト」なアイテムの開発によるカジュアル領域の拡大

●EC限定商品の拡大や店舗とECの連動サービスの拡充・深耕

●働き方の多様化など新生活様式に合わせた新しいビジネススタイルへの対応
●働く女性をターゲットにした商品ニーズの高まりへの対応
●EC販売の拡大など、変化する消費者の購入方法への対応
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課題と事業方針・今後の取り組み

記念日事業の特長 「HRSサービスコンクール」で
4年連続メダルを受賞
国内NO.1のサービスパーソンを決める「第16回HRSサー
ビスコンクール」が2022年2月に開催され、アニヴェルセル 
表参道のスタッフがヤングプロフェッショナル部門におい
て銀賞を受賞しました。本コンクールは、一般社団法人日
本ホテル・レストランサービス技能協会が開催。ホテルや
レストランの第一線で活躍している30歳以下の出場者が
サービスのマインドや技法を競う同部門で、アニヴェルセ
ルは2019年から金賞を含め、4年連続の受賞となりました。

アニヴェルセル10万組感謝祭
『キセキ』を開催
アニヴェルセルがプロデュースさせていただいた結婚式が、
2021年11月に10万組の節目を迎えました。この節目をお客様
とご一緒にお祝いするとともに、恩返しの気持ちを込めて、10
万組感謝祭『キセキ』を約10ケ月にわたって開催。「軌跡」と
「奇跡」の二つの想いを込めた記念サイトを公開して、ウエディ
ングトレンドの変遷やアニヴェルセルの歴史、お客様とスタッフ
の感動映像などを発信し、お客様への感謝と祝福の気持ちを
お伝えしました。

Topics

ウエディング事業の特長 カフェ事業の特長

“安心・安全”と“新しいウエディングスタイル”を提案し、収益構造を再構築します。

アニヴェルセル・ブライダル事業

式場 ヨーロッパの邸宅をテーマに全国展開
結婚式を演出するチャペルと、花や緑であふれるガーデン
がある邸宅は、大切なゲストをわが家にお招きしたような
プライベート空間。感謝の気持ちを込めたお料理とオリジ
ナリティーあふれる演出で記憶に残るひとときをお過ごし
いただけます。日本最大規模のウエディング施設「アニ
ヴェルセル みなとみらい横浜」を含め、全国に結婚式場を展
開しています。

スタイル おふたりの想いを込めたウエディングをお手伝い
専任のウエディングプロデューサーをはじめ、料理、演
出、ドレス、メイクなど、それぞれのプロが“最幸のウエ
ディング”にするためにお手伝い。また、「家族の時間」や
「ページェント」、アットホームな「ソファスタイル」など、
式場ごとにお客様の想いをカタチにしています。

スタイル さまざまな記念日メニューをご用意
「アニヴェルセル 表参道」と「アニヴェルセル みなとみらい
横浜」ではパリスタイルのカフェを運営。また、記念日には
いつでも帰ってこられる場所、お客様の想い出を積み重ね
ていただける場所にふさわしいさまざまな記念日メニュー
をご用意しているほか、バレンタインやクリスマスなど季節
ごとの限定フェアも開催しています。

スタイル “記念日”をトータルプロデュース
プロポーズのプロデュースをはじめ、アニヴェルセルで結婚式
を挙げられたお客様を対象とした「記念日レストラン」、プレミア
ムパーティーや会員向けにお得なクーポンの配信など、結婚
式の前後でもお客様の人生に寄り添っていける記念日事業
を展開しています。

今後の取り組み

課題と事業方針

●チャペルウエディング、ファミリーウエディング、フォトウエディングなどお客様のお声をもとに各ウエディ
ングスタイル・アイテムの磨き上げの実施

●各セクションのオペレーション変更およびスタッフの多能工化による人件費の適正化
●WEB、SNSを活用した販売促進強化による効率の良い集客施策の確立
●アニヴェルセルのブランドを強化する施設メンテナンスやリニューアルの実施

●新生活様式での結婚式における「安心・安全に対する意識の向上」や「少人数婚の伸長」などといった
顧客意識の変化への対応

●オペレーション変更や集客方法の見直しに伴う販売費の最適化による収益構造の変革
●既存施設の経年劣化への対応
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今後の取り組み

課題と事業方針

●快活CLUBの「日本全国どこでもオフィス」プロジェクトの推進
●コート・ダジュールのカラオケ以外の利用シーン創造と提案
●FiT24は「独自の強み」を活かし、単独店を中心に出店を継続し、シェアを拡大
●ランシステムとの資本業務提携によるシステム面の強化と人財の確保、ノウハウ共有

●テレワーク・テレスタディーのニーズ増加への対応
●さまざまなコンテンツ・サービスの提供による時代に対応した施設活用
●健康志向のニーズに沿った24時間型フィットネスジムの出店

課題と事業方針・今後の取り組み快活CLUBの特長 コート・ダジュールの特長

FiT24の特長
24時間営業の「FiT24インドアゴルフ」が
オープン
FiT24の新たなコンテンツとして、24時間年中無休の「FiT24
インドアゴルフ 船橋習志野店」が、2021年12月にオープンし
ました。FiT24インドアゴルフは24時間営業でいつでもゴルフ
ができる環境を提供するセルフゴルフ練習場で、ハイスピー
ドカメラを搭載したスイング診断機など最先端システムを多
数導入。初心者からベテランの方まで、お好きなときに快適
な環境でゴルフをお楽しみいただけます。

長崎県と快活CLUBが連携協定を締結
快活CLUBを運営する快活フロンティアは、2022年2月、地域
活性化の推進と相互の発展を目的に、長崎県と連携協定を
締結。快活CLUBの人気メニューで長崎が発祥のトルコライ
スの認知を高めるフェアの開催や、リモートワークやワー
ケーションを推進する長崎県のプロジェクトを全国の店舗
で告知するなどの取り組みを実施しました。日本初の自治体
とネットカフェの連携を活かして、今後もさまざまな挑戦をし
ていきます。

Topics

エンターテイメント事業
時代の変化に対応した事業進化を目指します。

南仏リゾート気分で楽しむカラオケ
美しい風景で、地上の楽園とも呼ばれる南仏の高級リ
ゾート地、コート・ダジュールを店名に持つコミュニケー
ションスペース。上質な空間、最新のカラオケ、本格的な
お食事をお楽しみいただけます。

サービス さまざまなルームタイプとおいしいお食事
ファミリールームやライブルームなど、ご利用シーンに合
わせたさまざまなルームをお選びいただけるほか、こだ
わりの飲食メニューを各種取り揃えております。

満足を揃えたフィットネスジム
初心者の方も安心してご利用いただけるよう、使い方が
わからないときはスタッフがサポートします。また、わかり
やすいマシンの使い方や目的別のトレーニングメニュー
もご用意。トレーニングに集中できる広 と々したスペース
で中上級者の方にもご満足いただいています。

サービス 充実したアメニティ
少ない荷物で手軽にご利用いただけるよう、シャワー
ルームにはシャンプー・ボディーソープをご用意。ドライ
ヤーも設置しています。

サービス あらゆるシーンに対応する、多彩なコンテンツ
テレワークやシェアオフィスとして、鍵付完全個室で
WEB会議やWEB面接に活用するなど、“オン”で利用で
きるコンテンツから、お好きなコミックを読んだり、ネット
で動画を観てリラックスしたり、趣味に打ち込める“オフ”
のコンテンツまで、幅広く提供します。

特長

特長

アジア屈指のリゾートアイランド、バリ島の高級ホテルを
イメージした店内で多彩な“コト”のコンテンツを提供。快
適にご利用いただける上質な空間で、“オン＝学び”から
“オフ＝遊び”まで幅広いライフシーンでお役に立ちます。

“オン”も“オフ”も楽しめる空間を提供特長
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サステナビリティ方針
お客様満足、社会課題解決に資する商品・サービスの提供により、社会価値を創造します。

多様性を尊重し、企業活動に関わるすべての人々に、安心して活躍できる場を提供します。

ステークホルダーとの良好な関係を基本に、持続的な成長を目指し、   
その成果を社会に還元します。

法令を遵守し、規範に基づいた公正な取引により、      
お客様、お取引先様との良好な関係を維持します。

地域における学校・大学との連携や、次世代の人財育成などを通じ、    
地域社会の発展に寄与します。

商品・サービスを通じた再資源化、廃棄ロス低減の取り組みにより、    
環境負荷の最小化、地球環境の維持に貢献します。

企業情報の適時・適切な開示と対話を通じて、株主・投資家の皆様の信頼に応えます。

1.  

2.  

3. 

4.  

5.

6.  

7.  

AOKIグループの経営理念とサステナビリティの考え方
AOKIグループは1958年の創業以来、「社会性の追求」、「公益性の追求」、「公共性の追求」という
3つの経営理念の実践を通じて経営課題に取り組んでまいりました。
これからもAOKIグループの経営理念を基本とし、
お客様、株主・投資家の皆様、お取引先様、グループ従業員、地域社会、そして未来の世代の皆様のお役に立てるよう
「サステナビリティ方針」の下、「人々の喜びを創造する」事業を通じて
社会課題解決と企業価値向上の両立を目指します。

サステナビリティ経営体制

コンプライアンス委員会・リスクマネジメント委員会
全社的なリスクの管理

持続可能な社会実現のため、AOKIグループとして果たすべき社会的責任を明確にし、
以下の項目等を審議して取締役会に報告

❶基本方針および優先すべき課題策定 ❷年度計画、中長期計画とその進捗確認 ❸体制等の見直し

報告 指示

連携

すべてのビジネスパーソンが、日替わりでスーツを着られる世の中にしたい。
――高度成長期の1958年。

私たちAOKIグループは、体を守り、社会規範に沿うだけではない、
“装う喜び”を提案するファッション事業の創造に挑戦しました。

以来、“人々の喜びを創造する”を事業コンセプトに、新事業への挑戦を続けてきました。
常識を突き破る挑戦とイノベーションは、AOKIグループのDNAです。

今、私たちは大きな時代の変化に直面しています。
少子高齢化の加速、デジタル革命、気候変動問題と脱炭素…

AOKIグループは、こうした変化を、脅威やリスクと捉えるだけでなく、
お客様をはじめとしたさまざまなステークホルダーの皆様とともにさらに成長するための

大きなチャンスにしていきます。なぜなら、時代の変化を推進力に、
人々に喜びをもたらすイノベーションに挑戦することこそが、

AOKIグループの存在意義だからです。

日本に暮らす人々が、より幸福に感じる日 を々送れるように。
AOKIグループは、多様なステークホルダーの皆様とともに価値を共創する“喜び”のイノベーションで、

グループの一層の成長と、社会の持続可能性を実現していきます。

サステナビリティ経営基盤

（株）AOKIホールディングス取締役会

サステナビリティ委員会

基本方針、課題、年度計画、中長期計画の策定 プロジェクトの運営、推進、管理

【事務局】
サステナビリティ推進室

AOKIホールディングス取締役会が取締役の中から指名

AOKIホールディングス取締役、部門長、グループ各社社長

委員長
メンバー
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※ 「SDGs（エスディージーズ）」
「Sustainable Development Goals（持続
可能な開発目標）」の略称であり、2015
年9月に国連サミットで採択された、
2030年までに持続可能でより良い世
界を目指す国際社会共通の目標です。

人　財

CO2排出量（Scope1+2） 50％削減
(49.5t-CO2)

従業員満足度
（組織サーベイの結果）

女性管理職比率 20%以上
（課長職以上）

正社員一人当たり
教育訓練費 80千円以上

 6.0%未満
ストレスチェック結果

環境配慮型商品の
開発・発売件数 累計50件

地域貢献活動の実施 地域貢献活動を
継続実施

4.0以上

通報窓口の認知度 100%

100工場以上
CSR基準書の締結数

コンプライアンス
学習会の受講人数 全グループ社員

KPIと目標数値（2030年度） 今後の主な取り組みおよび課題

●ライフステージごとの多様化する働き方に合わせた制度設計　●働き方改革の実施
●ロールモデルの開示や研修の実施など女性管理職育成のための仕組みづくり
●男性の育休取得推進　●メンター制度導入

● AOKIグループラーニング（eラーニング）の活用　●社外セミナーへの派遣
●国立大学教授を招いた社内ビジネススクールの開催
●公的資格取得の補助による取得推進

●人事制度改革による公正な評価　●適切な労働環境の整備　●公休、有休取得の推進
●人事システムを活用した個人目標設定、進捗管理、評価フィードバックの仕組みづくり
●上司と部下の1on1ミーティングの推進　●教育の整備　

●ストレスチェックの継続実施　
●産業医や相談窓口など相談しやすい環境整備と周知徹底

●ファッション事業における再生繊維利用製品の開発・展開拡大
●各事業における環境配慮型製品の開発

●正しい節電方法の周知
● CO2排出係数の少ない電気の購入
●「ウール・エコサイクル・プロジェクト」の継続・発展
●廃棄ロスの低減

● AOKIグループ ハーモニーコンサートなど文化活動の推進
●各種スポンサー契約の継続
●各地域、店舗で行っている内容の収集

●お取引先様との連携
●海外工場従業員の労働環境整備
● CSR基準書の作成

●階層別学習会の実施

●社内報などによる認知度拡大

環　境

AOKIグループは、SDGs※をはじめとした国内外のイニシアティブや、ステークホルダーからの期待、
当社グループとしてのありたい姿などを踏まえ、6つの重要課題（マテリアリティ）とKPI・目標数値を策定しました。
今後は、これらに基づいて事業活動を通じた取り組みをさらに推進し、AOKIグループの中長期的価値を
向上させるとともに、社会全体の持続的成長に貢献していきます。

「人々の喜びを創造する」という事業コンセプトのもと、常に時代の一歩先を見つめて
新たな業態開発とイノベーションに挑戦し続けてきたAOKIグループ。私たちは、これ
からもお客様の多様化するニーズや環境問題などの社会課題解決を視野に、新たな
業態・商品・サービスを開発していきます。

私たちはAOKIグループらしい商品・サービスを創造していくために、従業員がやりが
いを持って輝く環境が大切だと考えています。そのために一人ひとりの異なる個性に
注目し、指向や能力に応じたキャリア形成を支援すると同時に、人財の多様性を最大
限に活かす風通しの良い組織文化の醸成に努めていきます。

AOKIグループは、お客様の喜びを最大化していくために接客やサービスの質を高める
と同時に、省エネ型店舗の導入など、地域社会や地球環境の“喜び”に通じるCO2削減
に積極的に取り組みます。また、お客様が着用しなくなった衣料のリサイクルを実施す
るなど、お客様、お取引先様とともに環境負荷の低減に取り組んでいきます。

全国各地に店舗を有するAOKIグループが持続的に成長していくためには、地域社
会の活気と発展が欠かせません。AOKIグループは、文化活動の支援やスポーツ振
興などに積極的に取り組むと同時に今後は環境保全活動にも注力し、地域社会とと
もに成長する企業グループを目指しています。

気候変動・人権問題などグローバルな社会課題解決を進めていくために、AOKIグ
ループは商品の企画開発から調達、製造、販売段階まで、素材メーカーや製造委託
先および物流会社などと協働して、サステナビリティを軸とした取り組みに一層注力
していきます。

AOKIグループは、健全で迅速な意思決定と効率性・透明性を確保するコーポレー
ト・ガバナンスを、企業としての持続的な成長の根幹となる仕組みと位置づけていま
す。そのために絶えざる体制強化に加え、従業員のコンプライアンスへの意識向上に
努めています。今後も、株主・投資家の皆様との対話を通じて、意思決定の仕組みや
情報開示のレベルアップに取り組んでいきます。

地球環境に
優しさを

地域に
活気と発展を

責任ある
サプライチェーンを

より健全な
経営体制を

一人ひとりに
 働きやすさ・
やりがいを

商品・サービスを通じた
 新たな価値の提供を

地域社会

環　境

人　権

ガバナンス

業態開発・イノベーション

マテリアリティ

すべての項目
（充実、教育、連帯感、信頼、公正）

高ストレス率

2017年度比1店舗当たり

マテリアリティ・KPI
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洗えるストレッチスーツ

サステナブルな原料を使用した
ワイシャツ

（t-CO2）

1店舗当たりのCO2排出量
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気候変動関連リスク・機会と事業への影響・対策
気候変動の影響を背景とした温室効果ガス排出に関する規

制強化や、再生可能エネルギーへの転換、消費者の消費志向

の変化などは、AOKIグループの事業や財務に影響を及ぼす可
能性があります。現時点で影響が大きいと想定されるリスク・
機会については以下のとおりです。

（千着）

Environment 環境

TCFD提言に基づく情報開示

  基本的な考え方

想定される主なリスク・機会　　※当社グループへの影響が大きいと想定されるリスクと機会のみ記載しています。 

ウール・エコ回収実績
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184207
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店舗における消費電力の多くを占めるのが照明です。
AOKIグループでは、新規出店や既存店のリニューアルに際
し、蛍光灯よりも消費電力の少ないLED（白色発光ダイオー
ド）照明を採用しています。
特に東日本大震災以降は、節電対策として既存店における
LED照明への切り替えを積極的に進めており、これまでAOKI、
アニヴェルセル、快活CLUB、コート・ダジュール、FiT24の全
店舗、ORIHICAの約6割の店舗へ導入しました。また、電力使
用量を監視・制御するデマンドコントローラーの設置などに
よって節電を推進し、CO2排出量の削減に努めています。

環境負荷の軽減に向けて、エコ商品の開発に注力してい
ます。
例えば、汗を気にせず洗えるスーツをはじめ、冷暖房をお

さえたオフィス内でも快適にお過ごしいただけるクールビズ
用の通気性の高いスーツ・ワイシャツの開発および温度調節
がしやすい着こなしやウォームビズ用に暖かい素材を使った
スーツ、ベストやカーディガンを提案しています。
また、地球環境に配慮した商品の開発も進めています。ペッ

トボトルや衣料品、繊維くずなどを原料としたリサイクル繊維
「エコペット®」（帝人フロンティア株式会社）や、不要になった
衣料品や生産時に出る裁断くずの繊維を原料とする再生ポ
リエステル素材「RENU®」（伊藤忠商事株式会社）を使用した
ワイシャツなどを展開しています。

AOKIは、1996年に日本初の「ウール・エコサイクル・プロ
ジェクト」をスタートさせました。これは、お客様が着用しなく
なったウール衣料を店頭で下取りし、提携工場で車の内装
材などに再生する取り組みです。
リサイクルの過程で発生する配送費、加工費の一部を、環
境保全の一環として負担しています。

AOKIグループは地球環境の保全を重要テーマと認識し、各
事業における環境負荷低減に取り組んでいます。気候変動が
企業などに与える影響に関する情報開示を求める「TCFD提

言」にも賛同し、今後は提言の枠組みに沿った情報開示をさら
に進め、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

  ガバナンス

サステナビリティ委員会において気候変動対応を審議
2021年12月、AOKIホールディングス取締役、部門長、グルー

プ各社社長からなるサステナビリティ委員会を設置しました。
同委員会は原則年2回開催し、気候変動が事業に与えるリス
ク・機会の評価を行うとともに、グループ全体の持続的成長に
向けた年度計画および中長期計画について審議し、取締役会

に報告しています。
取締役会は、サステナビリティ委員会で審議された重要事項

や各計画の進捗報告を受けることで、取り組み状況のモニタリ
ングを行うとともに、気候変動関連事項を考慮した事業計画を
立案、実行します。

  リスク管理

3つの委員会が連携して気候変動リスクを管理
グループ全体のリスク管理は、コンプライアンス委員会・リス

クマネジメント委員会が行っています。気候関連リスクについて
は、サステナビリティ委員会が事業への影響度を評価のうえ対
応方針を決定し、その進捗をコンプライアンス委員会・リスクマ
ネジメント委員会と共有しています。サステナビリティ委員会で
特定された重要リスクとその対応については、取締役会に提言
され、その承認のもと、事務局であるサステナビリティ推進室が
中心となり、対応にあたります。

環境負荷低減のためCO2排出量削減を推進
AOKIグループは、環境負荷低減のため温室効果ガス（CO2）

排出量の削減を推進しています。2030年度に向けては、2017
年度（2018年3月期）を基準年としてScope1・2の排出量につい
て1店舗当たり50％の削減を目指すとともに、Scope3の開示に
向けた取り組みを計画中です。また、2050年に向けてインター
ナルカーボンプライシングの導入も視野に入れ、サプライチェー
ン全体でCO2排出量ゼロを目標にさらなる取り組みを推進する
計画です。

  指標と目標

  戦略

CO2排出量削減を推進

AOKIグループは、地球環境との関わりを重要テーマと認識し、
環境負荷の少ない商品・サービス、商業空間の創造に努めています。

資源の効率性

製品・サービス

レジリエンス
（回復力）

エネルギー源

原材料のリサイクルによるコストダウン・価値向上

再生可能エネルギー利用拡大によるコストダウン

サステナビリティに対応した新商品、新サービス
の開発

代替原料開発と原料仕入れ先との提携強化

リサイクルの活用

火力発電エネルギーから再生
可能エネルギーへのシフト
低炭素・脱炭素に貢献し得る
商品・サービスの開発・拡大

資源の代替・多様化

機
会

種類

政策・
法規制

内容
当社および各事業が認識しているリスクと機会 AOKIグループ

への影響AOKI-HD ブライダルファッション

●

●

●

●

●

●

●

●

ー

ー

●

●

ー

●

ー

ー

●

ー

●

●

●

●

●

●

●

ー

●

●

●

●

●

●

大

大

大

大

大

大

大

大

移行
リスク

物理的
リスク

エンター
テイメント

炭素税・カーボンプライシング等、規制強化による店舗運営コスト増

重衣料等既存商品の需要減と温暖化に対応した商品開発の遅れによる顧客離れ

脱炭素ヘの取り組み、移行の遅れによる顧客の離反
災害、感染症の蔓延による店舗営業縮小および生産地や物流網の混乱による販
売機会の喪失

評判

急性

市場リ
ス
ク
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エコ商品の開発

「ウール・エコサイクル・プロジェクト」の推進



Social

地域社会とともに

従業員のために
お客様のために

AOKIグループでは、株主・投資家の皆様に、経営方針や
事業戦略、業績結果、財務に関する情報を迅速かつ的確に
お知らせするためにIRポリシーに基づいた活動に努めてい
ます。
2022年3月期は、機関投資家の皆様に対して年2回の決算
説明会（電話会議・オンライン）を開催しました。今期以降も、
年2回の決算説明会や投資家の皆様への説明会および、
ホームページでの情報発信を通じて、対話を深めていきます。

お客様のご期待を超える商品・サービスを提供するため
に、AOKIグループでは、店舗でのお客様のお声をはじめ、お
電話・メールでいただく貴重なご意見や店頭でのお客様リ
サーチなどを通じて、商品開発や店舗環境を改善していま
す。これらの取り組みを、お客様のさらなる喜びの創造につ
なげていくことを目指しています。

■CS（お客様満足）の実現
ファッション事業のAOKIでは、お客様相談室を設置し、
日々寄せられるご意見・ご提案を各部門で共有することで
高品質な商品づくりや店舗づくりに役立てています。また、
ORIHICAでは各店舗にノートを置き、スタッフがお客様から
のお褒めの言葉やお喜びいただいたサービスをノートに記
入。それらをスタッフ間で共有し、好事例は全店で発表して
います。
2022年5月には「コンタクトセンターサービス」を開設し、

コールセンター業務を内製化しました。店舗経験が豊富な
スタッフがコールセンターを運営することで、これまで以上
にお客様満足度の高いサービスの提供を目指しています。
また、アニヴェルセル・ブライダル事業では、結婚式後に

「新郎新婦アンケート」を実施しています。スタッフの対応・
サービスや商品・施設などに関するお客様のご意見を全社
で共有し、日々の改善活動に活かしています。
エンターテイメント事業においても、インターネット上でア

ンケートを実施し、お客様の「生の声」からサービスの向上

株主・投資家の皆様との対話 お取引先様とともに
AOKIグループは、「お客様にとって価値ある商品とサービ

スを提供するためには、お取引先様との協力関係を構築す
ることが重要」だと考えています。
そのため、ファッション事業ではお客様のお声を共有する
ために、サプライヤーの皆様と「品質改善会議」を開催する
とともに、商品開発にも携わっていただいています。また、定期
的に訪問するなど、現場での関係構築に努めています。

AOKIグループでは、お客様だけでなく、グループで働くす
べての人 の々喜びを創造することも大切だと考えています。
一人ひとりが個性を発揮し、いきいきと活躍することでお
客様のお役に立てる環境をつくるために、自分のライフス
テージに合わせて働き方を変更できる制限勤務制度の導入
など、ダイバーシティやワークライフバランスへのさまざまな
取り組みを推進しています。

「公共性の追求」を経営理念の一つに掲げているAOKIグ
ループでは、ビジネス以外でも社会に貢献することが重要で
あると考えており、地域社会における文化活動の推進やス
ポーツ支援、次世代育成のための活動に取り組んでいます。

■「AOKIグループ ハーモニーコンサート」を開催
事業活動の基盤となる地域社会に貢献するため、AOKIグ

ループは文化振興として「AOKIグループ ハーモニーコン
サート」の開催に取り組んできました。1973年にスタートし
て以来、2022年3月には23回目を迎えました。

■スポーツ支援
AOKIグループの創業地である長野県で、1998年に開催され

た長野冬季オリンピックの理念を継承し、翌年の1999年からス
タートした長野マラソンに第1回大会から協賛しています。
また、ユニフォームのスポンサーを通じた学生スポーツの支
援や、川崎フロンターレの移動の際のスーツ・ポロシャツの提供
などによって、スポーツ振興に貢献しています。

商品開発会議

第23回AOKIグループ ハーモニーコンサート（©K. Miura）　

第24回長野マラソン（©信濃毎日新聞社）

に取り組んでいます。

■確かな品質とサービス確保
ファッション事業の商品の品質については、繊維製品品質
管理士の資格取得の推進などの教育を強化するとともに、品
質管理部と外部機関が継続的に品質の管理と向上を図って
います。物流センターへ商品が納品された後も、自社検品基
準書をもとに検品を行い、品質の確保に努めています。
また、アニヴェルセル・ブライダル事業では、一般社団法
人日本ホテル・レストランサービス技能協会が、次世代を担
うプロのサービスパーソンの技能とサービスに対する意識
向上を目的に開催している「第16回HRSサービスコンクー
ル2022」のヤングプロフェッショナル部門にて、銀賞を受賞。
企業として4年連続の入賞となりました。コンクールへの積
極的な参加を通じて、スタッフのおもてなしスキルの向上に
つなげています。

個人投資家向け説明会

第16回HRSサービスコンクール2022

AOKIグループは、「社会の公器」として、お客様をはじめ、株主・投資家の皆様、お取引先様、従業員など、すべてのス
テークホルダーの喜びを創造するために、信頼関係とパートナーシップの構築を通じて、社会の発展に貢献します。

社会
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現役職
特に専門性を発揮できる分野および経験

氏名

コーポレート・ガバナンスの体制

基本的な考え方
当社の経営理念は、「社会性の追求」「公益性の追求」

「公共性の追求」です。この経営理念を追求し、中長期的な
企業価値を高めていくためには、コーポレート・ガバナンス
が重要であると認識しており、経営管理組織などを強化す
ることで経営の透明性・公正性を高め、健全で効率的な経
営を実践していくことを基本としています。
そのためには、組織の見直しやリスク管理体制の強化を

図るなどの内部統制システムを改善するとともに、適切な情
報開示と株主の皆様の権利確保や対話、その他のステーク
ホルダーの皆様との適切な協働などにより、コーポレート・
ガバナンスのさらなる充実を図っています。
今後も、3つの経営理念を追求して企業価値を高めること

で、株主の皆様やその他のステークホルダーの皆様の期待
にお応えしていきます。

当社は、監査役設置会社であり、客観性や中立性を確保
するため、公認会計士・税理士として財務・会計に精通した
監査役および経験豊富な社外監査役を選任。監査室や各
委員会、顧問弁護士や会計監査人と連携することで、取締
役会などを監視するとともに、法令順守やリスク管理を行う
体制を採用しています。また、常勤監査役1名は重要な会議
に参加するなど、取締役の業務執行状況を監督しています。
取締役会は、社外取締役5名を含む取締役12名で構成さ

れ、月1回、その他臨時取締役会を開催するとともに、子会社
社長や常勤監査役を含めて常務会を月1回開催し、重要事
項の意思決定や経営課題の報告、情報交換をしています。
また、執行役員制度を導入し、経営の意思決定の迅速化を

図っています。
2019年4月に設置した「指名・報酬委員会」は社外取締役

を委員長とし、社外監査役、取締役2名の計4名で構成されて
おります。取締役会の任意の諮問機関として、独立性を確保
し、役員の選任および役員報酬等の決定に関する公正性、透
明性をさらに高めるための審議、答申を行っております。
コンプライアンスに関わる課題については、「コンプライア

ンス委員会」で検討を実施しているほか、個別案件について
は顧問弁護士を交えて協議する法務相談会を月1回開催し
ています。また、当社グループの内部統制システム強化のた
め、必要に応じて規程やマニュアルなどを整備するとともに、
勉強会などを開催して周知を図っています。

コーポレート・ガバナンスの詳細については、「コーポレート・ガバ
ナンス」ページをご覧ください。

WEB https://ir.aoki-hd.co.jp/ja/corporate/governance.html

健全なコーポレート・ガバナンス体制の確立に向けて、取締役会や監査役会の機能と、監査室、各委員会、顧問弁護
士、会計監査人との連携を強化し、法令順守と経営の透明性・効率性の向上を追求しています。

2022年4月から6月にかけて、取締役会の構成や運営など
について、全取締役を対象とした無記名アンケートを実施
しました。その結果は、おおむね取締役会は全体として実行
的に機能していると判断できる内容でしたが、「取締役会の
十分な議論が不足している」「監査役とリスクマネジメント
委員会やコンプライアンス委員会との連携が不透明である」
といった意見もありました。
こうした意見を受け、今後は、取締役会の時間を十分と

り、取締役会前後に情報交換を行える時間を確保すること
で、取締役会における議論不足を解消していきます。また、
監査役と各委員会との連携を図るため、取締役会において
委員会から定期的に報告を受ける機会を設けていきます。
短期的には改善が難しい課題もありますが、今回の実効性
評価の方法や結果を踏まえ、取締役会の実効性をさらに高
めるべく、改善に努めていきます。

取締役会の実効性評価

当社の取締役会は、異なる事業をサポートする持株会社
として、専門知識や経験の異なる取締役で構成されていま
す。一部の取締役は主要子会社の役員を兼任し、定期的な
会議の開催などを通じ、迅速かつ効率的な意思決定ができ

る体制としています。ガバナンス強化を図るため、社外取締
役比率は41.7％、多様な社会ニーズに応えるべく、女性取締
役比率は16.7％となっています。

取締役全体としての多様性

青木　彰宏
東　　英和
田村　春生
清水　彰
照井　則男
青木　柾允
投元　谿太
稲垣　稔
尾原　蓉子
髙橋　光夫
中村　英一
菅野　園子

代表取締役会長
代表取締役社長
取締役副社長
取締役副社長
取締役副社長
専務取締役
専務取締役
社外取締役
社外取締役
社外取締役
社外取締役
社外取締役

経営全般

●
●
●
●
●
●
●

●
●

マーケティング・
営業・業界知見

●
●

●

●
●

●

●

ITデジタル

●

財務・会計

●

●

●

法務

●

スキル・マトリックス表

※上記は、特に専門性を発揮できる分野および経験を示すものであり、対象者のすべての知見を表すものではありません。

株主総会

相談 指導

監督

監督連携・
報告

報告 報告指示付議

報告報告

選任・解任選任・解任選任・解任

連携

監査

報告

諮問

答申

監査役会

サステナビリティ
委員会

各事業会社

当社サポート部門

会
計
監
査
人 連携 助言

顧
問
弁
護
士

グループで想定されるリスクの評価やその対策などにつ
いては、「リスクマネジメント委員会」で検討しています。検
討の結果はリスクマネジメント基本ガイドラインとしてまと

め、定期的に内容を見直しています。また、2021年12月には、
グループ全体の持続的な成長に向けて、「サステナビリティ
委員会」を設置しました。

常務会監査室
コンプライアンス委員会
リスクマネジメント委員会

指名・報酬委員会取締役会

会
計
監
査
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1988年 3月 ㈱トリイ（現 ㈱AOKIホール
 ディングス）入社
2008年 4月 ㈱AOKI執行役員
2012年 6月 同社専務取締役
2018年11月 ㈱ヴァリック（現 ㈱快活フ

ロンティア）執行役員
2019年 4月 同社取締役副社長
2019年 6月 当社常務取締役
2021年 6月 ㈱快活フロンティア　

代表取締役社長
2022年 6月 当社代表取締役社長
 （現任）

東 英和
1994年 4月 当社入社
2003年 5月 オリヒ力事業創業
2005年 6月 執行役員
2008年 4月 ㈱オリヒカ代表取締役社長
2009年 6月 当社常務取締役
2010年 6月 代表取締役社長
2018年10月 ㈱AOKI代表取締役会長
2022年 6月 当社代表取締役会長
 （現任）

1980年 4月 ㈱横浜銀行入行
2003年 4月 アニヴェルセル㈱入社
2004年10月 同社専務取締役
2006年 6月 当社入社  執行役員
2007年 6月 取締役
2008年 4月 常務取締役
2010年 4月 グループ管理・財務担当

（現任）
2010年 6月 取締役副社長（現任）

田村 春生
　グループ管理・財務担当

1977年 4月 当社入社
1990年 6月 取締役
2003年 6月 専務取締役
2008年 4月 ㈱AOKI代表取締役社長
2014年 1月 当社常務取締役
2017年 6月 取締役副社長（現任）
 グループ店舗開発担当
2020年 6月 ㈱快活フロンティア

代表取締役会長
2021年 6月 当社グループ店舗開発・

不動産事業担当（現任）

清水 彰

取締役

●代表取締役会長

青木 彰宏

1 ●代表取締役社長2 ●取締役副社長3 ●取締役副社長
　グループ店舗開発・不動産事業担当
4

（2022年6月29日現在）

監査役

●社外監査役

渡邉 一正
1980年12月 渡辺商事㈱代表取締役社長
1991年 2月 当社監査役（現任）
2013年 8月 渡辺商事㈱代表取締役会長

（現任）

●社外監査役 

發知 敏雄
1974年 4月 東京国税局入局
1982年 9月 プライスウォーターハウス

会計事務所入所
1983年 2月 公認会計士登録
2011年 6月 税理士法人プライスウォー

ターハウスクーパース顧問
2013年 6月 公認会計士・税理士事務

所開設（現任）
2015年 6月 当社監査役（現任）

●監査役 

中村 憲侍
1976年 8月 当社入社  営業部長
1980年 7月 取締役
1982年11月 常務取締役
1985年 8月 管理本部長
1996年 6月 専務取締役
2003年 5月 グループ管理担当
2010年 6月 取締役副社長
2010年 7月 グループ経営企画担当
2015年 6月 監査役（現任）

14 15 16

栗田 宏
1977年 4月　当社入社
2005年 6月　㈱ヴァリック（現 ㈱快活フ

ロンティア）取締役
2007年 6月　同社代表取締役社長
2010年 7月　当社常務執行役員
2011年 6月　常務取締役
2015年 5月　寿本舗㈱代表取締役会長 
2020年 6月　当社常勤監査役（現任）

●常勤監査役13

1993年 4月 当社入社
2004年 6月 アニヴェルセル㈱

取締役副社長
2010年 3月 同社取締役副会長
2010年 6月 当社常務取締役
 ㈱アニヴェルセルHOLDINGS

代表取締役社長（現任）
2020年 6月 グループブランディング担当
 （現任）
2022年 6月 当社専務取締役（現任）

●専務取締役 

青木 柾允
　グループブランディング担当
6

1985年 4月 当社入社
2000年10月 アニヴェルセルヴィラ

ヨコハマ総支配人
2010年 4月 アニヴェルセル㈱取締役
2016年 9月 当社執行役員
2019年 6月 常務取締役
 グループ戦略担当兼社長

室長（現任）
2020年 6月 アニヴェルセル㈱

代表取締役会長
2022年 6月 当社専務取締役（現任）

　グループ戦略担当兼社長室長
●専務取締役

投元 谿太

7

稲垣 稔
1979年 6月 プライスウォーターハウス

会計事務所入所
1982年 8月 公認会計士登録
1986年 2月 当社監査役
1987年10月 常勤監査役
2014年 6月 取締役（現任）

●社外取締役 8

2003年 2月 スターバックスコーヒージャ
パン㈱入社

2008年 4月 同社Vice-President情報シ
ステム本部長

2015年11月 当社入社  執行役員
2018年 6月 常務取締役
2019年 6月 グループ情報システム担当

（現任）
2021年 6月 ㈱快活フロンティア　

取締役（現任）
2022年 6月 当社取締役副社長（現任）

　グループ情報システム担当
●取締役副社長

照井 則男

5

●1●2 ●3●4 ●5●6 ●7
●9

●13 ●14
●11

●12

●16●15
●10 ●8

●社外取締役

尾原 蓉子
1962年 4月 旭化成工業㈱（現 旭化成

㈱）入社
1999年 3月 ㈶ファッション産業人材育

成機構IFIビジネス・スクール
学長

2008年 5月 ㈱良品計画取締役
2013年 7月 （一社）ウィメンズ・エンパワメ

ン卜・イン・ファッション代表
理事

2015年 6月 当社取締役（現任）

9 ●社外取締役

髙橋 光夫
1977年 4月 当社入社
1990年 6月 取締役
1997年 7月 ㈱ドン・キホーテ（現 ㈱パン・

パシフィック・インターナショ
ナルホールディングス）入社

1997年 9月 同社取締役
2005年 9月 同社専務取締役CFO
2019年 9月 同社専務執行役員CFO
2020年10月 同社理事
2021年 2月 MIGホールディングス㈱

社外取締役（現任）
2021年 6月 当社取締役（現任）

10 ●社外取締役 12
10

●社外取締役 

1979年 4月 伊藤萬㈱（現 日鉄物産㈱）
 入社
2005年 4月 同社執行役員メンズ衣料第

二部長
2010年 4月 同社常務執行役員中国総

代表
2015年 6月 同社取締役常務執行役員
2018年 4月 同社取締役専務執行役員
2020年 6月 同社顧問
2022年 6月 当社取締役（現任）

中村 英一
2004年10月 弁護士登録
2004年10月 東京合同法律事務所入所
2010年 4月 豊中総合法律事務所入所

（現在）
2022年 6月 当社取締役（現任）

菅野 園子

11
11

取締役・監査役
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エンターテイメント

合計

ファッション

株式情報（2022年3月31日現在）

お問い合わせ

エリア別店舗数（2022年3月31日現在）

外国法人等

7.34％
6,436千株
187名

会社情報

商号

事業内容

会社設立

資本金

従業員数

青木　彰宏
東　　英和
田村　春生
清水　　彰
照井　則男
青木　柾允
投元　谿太
稲垣　　稔
尾原　蓉子
髙橋　光夫
中村　英一
菅野　園子
栗田　　宏
中村　憲侍
渡邉　一正
發知　敏雄

荒木　　渉
野口　暉充
柳　　智棊
坂本　宗聰
三ツ橋和也
小田切満明
立原　　昇
畑中　千夏
﨑村　誠一
彦坂　信也
須長　健司
川口　佳子

株式会社AOKIホールディングス
（AOKI Holdings Inc.）

グループ会社の経営管理、
並びにそれに付帯する業務
1976年8月21日
232億82百万円
2,988名（5,564名）（連結）

（ ）内は、契約社員およびパート・アルバイト社員
（1日8時間換算）の年間平均雇用人数

133,679,900 株
87,649,504 株

36,466 名

持株数（千株）

33,415

5,462

4,300

2,573

2,554

1,913

1,846

1,843

1,705

1,356

持株比率（％）

39.35

6.43

5.06

3.03

3.00

2.25

2.17

2.17

2.00

1.59

株主名

株式会社アニヴェルセルHOLDINGS

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

株式会社トレイデアーリ

青木　彰宏

青木　柾允

AOKIホールディングス従業員持株会

青木　寶久

青木　拡憲

AOKIホールディングス取引先持株会

株式会社日本カストディ銀社（信託口）

※ 1. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。
2. 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、および株式会社日本カストディ

銀行（信託口）の持株数は、すべて信託業務に係るものです。

北海道・東北

52

0

76

128

関東

277

6

275

558

九州・沖縄

35

0

61

96

合計

610

10

708

1,328

中国・四国

5

0

48

53

近畿

80

2

96

178

東海

104

1

86

191

甲信越・北陸

57

1

66

124

アニヴェルセル・
ブライダル

国内法人

47.43％
41,571千株

312名

金融機関

8.95%
7,840千株

16名

金融商品取引業者

1.61％
1,414千株
28名

個人・その他

34.67％
30,386千株
35,923名

北海道・東北地方

関東地方
近畿地方

東海地方

中国・四国地方九州・沖縄地方

甲信越・北陸地方

〒224-8588 神奈川県横浜市都筑区葛が谷6番56号
Tel. 045-941-1888（代表）
https://www.aoki-hd.co.jp/

［お問い合わせフォーム］

https://support.aoki-style.com/holdingscontact?company=
holdings

大株主 （上位10名）株式の状況
発行可能株式総数
発行済株式の総数
（自己株式 2,746,514株含む）
株主数

所有者別株式分布状況

代表取締役会長 

代表取締役社長 

取締役副社長

取締役副社長

取締役副社長

専務取締役

専務取締役

社外取締役

社外取締役

社外取締役

社外取締役

社外取締役

常勤監査役

監査役

社外監査役

社外監査役

専務執行役員

専務執行役員

常務執行役員

常務執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

執行役員

株式数
比率

会社概要（2022年3月31日現在） 役員一覧（2022年9月30日現在）
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